
令和３年１２月６日(月) 

 

美術部の大作！ありがとう 

「夢ある未完」 

１２月３日は思い出深い日になりました。 
定期テスト④が終わってから、本格的に取り組んできた合唱練習の

総まとめの日。伊勢宮川中の玄関ホールに全学年・学級の美しいハー

モニーが響き渡りました。 
歌い始めの頃は自信がなくて小さな声だったクラス合唱が、どんど

んまとまり、歌詞に合わせて表現できるようになり、声量が増してい
きました。思えばオンライン授業の時から準備は始まっていました。
自主学習としてみんなは音をとり始めていたのです。長い期間、こつ
こつとよく頑張ったと思います。 

「それぞれの表現に心を込めること」・「二度とない仲間との時間を
楽しむこと」が見事に達成できました！ 
各学年の保護者の方の参観も子どもたちに力を与えていただいた

と思います。本当にありがとうございました。 

これからも伊勢宮のみんなで「さらに前へ」！ 

    

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これからもみんなの心に歌を 

№24 
はまぐち 

伊勢市立伊勢宮川中学校だより 

指揮者･伴奏者にありがとう！ 

 指揮をしながら、伴奏しながら、
学級の仲間と一緒に力いっぱい歌っ
ていたみんなです。心から拍手を送
ります！本当にありがとう！ 

◆１年学年合唱 米山豪希・濱田果凛 

１年１組 西本凌麻・中井咲希 

１年２組 寺島愛結・山本彩聖 

◆２年学年合唱 西 真保・中西快晴 

２年１組 西出真椰・小林咲良 

２年２組  乾 陽翔・堀井奈々子 

２年３組 立花 悠・西山佳那 

◆３年学年合唱 平松絵美・釡石奈々子 

３年１組 大宮萱次郎・鵜殿由里 

３年２組 セルヴェイ快仁・山本 光 

３年３組 西田龍臥・室谷日菜莉 

★審査員のみんなには、公平公正に審査
をしてもらいました。ありがとう！ 

「歌の力」 

「夢の世界を」「怪獣のバラード」「君をのせて」
「花は咲く」「COSMOS」「HEIWA の鐘」「Orion」
「大地讃頌」「YELL」「手紙」「さくら」 
全部で 11 曲聴かせてもらいました。どの曲の

歌詞もすばらしく、印象的なフレーズがありま
す。メロディーも美しかったです。声にして言葉
を浮かび上がらせ、表現したのは「みんな」です。
聴く人の心に届けてくれました。 

 大事なのは本番のパフォーマンスだけではな

いこともみんなはよく分かっていると思います。

学年・学級のみんなで取り組んだ練習のプロセス
（過程）にこそ値打ちがあります。合唱はすばら
しいと思います。 
これからも仲間と心を込めて歌える伊勢宮の

みんなでいてほしいです。期待しています！ 
 
  
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/2 観劇「きみはいくさに征ったけれど」 

プロの迫真の演技に感動！ 
 東京の青年劇場の皆さんに来校いただき、伊勢生まれの詩人 
竹内浩三さんを題材にした劇を上演していただきました。今回の
上演は文化庁の支援を受けて市内中学校５校で実現しました。 
 16 人のスタッフの皆さんが、前日の舞台設営から当日の上演、
舞台撤収まで総がかりで行ってくださいました。「竹内浩三」を知

らなかった人も今回の演劇で知ることになり、もっと詳しく知り
たいと感じた人、自分のこれからの生き方について考えた人、自

分の家族のことを思った人、平和について考えたという人、様々
な視点の感想がありました。「ほんもの」に触れて心が動いた人も
たくさんいたようです。（みんなの感想は全て読ませてもらっています。

改めて紹介したいと思います。） 
 すばらしい舞台を見せていただいたことに感謝し、伊勢の詩人 
竹内浩三さんの「生きたかった」思いをしっかりと覚えておいて
ください。青年劇場の皆さん、本当にありがとうございました。 
  
  

代表９人が堂々と！ 
 「子ども人権フォーラム」の長い歴史の中で、初めての試みと
してオンラインで開催されました。本校からも各学年の代表３人 
が、パソコン室に集合しフォーラムに参加しました。 

【１年生】磯﨑里乃  向井梨紗 矢野心葉 
【２年生】髙垣内理央 堀川優斗 山本幸輝 
【３年生】淺井琥桃  大田莉穂 平松絵美        

フォーラムには市内中学校から 92 人の生徒が参加し、２人の 
提案作文について意見を述べ合いました。 

●「僕がランドセルに詰めたもの」 
   外国の人との交流を通して、全ての人を「自分の家族」のように受け入れる

ことが差別をなくすことにつながるのではないかと考えたことを記した作文。 

●「『残念』な順位」 
   メダルを逃したオリンピック選手が涙ながらに謝罪する姿を目の当たりにし

て、結果重視になっていることに違和感を覚えたことを記した作文。 

 このフォーラムで大切にされたキーワードは、人が幸せに生き
るために、互いを思いやり、「一緒に考える仲間を増やすこと」
です。９人の代表はそのことをしっかりと理解してくれたと思い
ます。今後の学年の取組の中で今回の人権フォーラムのことを報
告してもらうことになっています。大切な役目を果たしてほしい
と思います。 

【保護者の皆様へ】 

◆「合唱コンクール」にはお忙しい中ご来校いただき、ありがとうございました。
制限のある中での参観にご理解とご協力いただき、心より感謝申し上げます。
子どもたちも参観していただいたことにより、いっそう熱く心を込めて歌唱で
きたと思います。（ビデオ記録を編集のうえ、後日動画配信いたします。） 

◆３年生については、明日･明後日と三者懇談会を行わせていただきます。いよい
よ進路選択･決定の大事な時期を迎えました。担任･学年団に遠慮なくご相談い
ただきたいと考えます。また、「生徒作品展示」と「新たな資源回収」を同
時に実施させていただきます。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

12/1 「伊勢市子ども人権フォーラム」に参加 


